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藤岡市



道路斜線制限

隣地斜線制限

⽤途地域

防⽕地域

⾼度地区

⽇影規制

その他の地域地区

指定建蔽率

指定容積率

3,233.00㎡

第⼀種住居地域

法22条区域

60％

適⽤距離：20ｍ 斜線勾配：1.25

5h-3h/4ｍ

20ｍ＋1.25D

200％（容積率低減係数0.4）

指定なし

指定なし

2,491.07㎡

指定なし

指定なし

市街化調整区域

指定なし

200％（容積率低減係数0.6）

指定なし

適⽤距離：20ｍ 斜線勾配：1.5

70％

藤岡市藤岡770、
藤岡市中栗須160-4藤岡市中栗須159-1

1,333.00㎡

藤岡市中栗須147、148、
藤岡市藤岡775-7

1,758.00㎡

住所

A：新⽕葬場建設敷地 B：現第２駐⾞場 C：現第３駐⾞場 D：現偕同苑敷地

31ｍ＋2.5D

『藤岡市新⽕葬場建設基本構想』において⽰された以下４つの基本⽅針を踏まえて、基本設計をまとめ
ました。

１. 将来の⽕葬需要に対応できる柔軟な施設づくり

  想定される⽕葬件数の増加に対応できる設備の導⼊等、利⽤者のニーズに答えられる施設とします。

２. ⽴地特性や地域住⺠へ配慮した環境性能の優れた施設づくり

  緩衝地帯を⼗分に残しつつ、景観との調和を⽬指します。
  また、最新の技術を採⽤した⽕葬炉や排ガス等の有害物質を最⼩限に抑える設備を導⼊し、環境に
  優しく、周辺住⺠へ配慮した施設とします。

３. 遺族や会葬者にやさしい施設づくり

  プライバシーの確保が可能な設備の配置やバリアフリー化など、全ての⽅が安⼼して利⽤できる施
  設とします。

４. 管理運営に適した施設づくり

  良好な作業環境を確保し、また将来の修繕等を⾒越した余裕のある設備配置とし、職員及び葬儀業
  者等全ての⽅が利⽤しやすい施設とします。

藤岡市中栗須145-2、
149-1、149-2

敷地⾯積
(公簿⾯積)

■付近⾒取図

■敷地概要

1
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N

◇基本⽅針 ◇敷地概要

藤岡市役所

市⽴北中学校

北の原公園

市⽴藤岡第⼆⼩学校

群⾺藤岡駅

計画敷地

D
C

B
A



N

常緑

非常用発電機 オイル
タンク

キュービクル

太陽光発電太陽光発電

主要⽤途 ⽕葬場

建築⾯積

計画建蔽率

計画容積率

構造／規模 鉄筋コンクリート造・⼀部鉄⾻造／平屋

最⾼⾼さ 8.1 ｍ

4基⽕葬炉基数

法定延床⾯積

駐⾞場 計94台

主要計画諸室

48.10 ％

48.67 ％

1,573.22 ㎡

1,554.95 ㎡
 施設本体：1,379.73 ㎡
 ⾞寄せ庇床⾯積算⼊部：175.22 ㎡

・告別兼収⾻室：2室(各30⼈程度利⽤)
・待合室：2室(各30⼈程度利⽤)
・多⽬的室：会葬者の更⾐や少⼈数の待合室と
      しても利⽤可能

※敷地境界は未確定のため、地番界による想定境界線を⽰しています。配置図 1/500
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◇計画概要
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◇配置計画

⽔路に蓋掛けをし
景観と安全⾯に配慮

隣地との離間を取り
法⾯による修景を⾏った
緩衝空間を確保

⽔路を跨ぐブリッジを架け
南側駐⾞場と⼀体となった
⾞寄せロータリーを計画

ワンウェイの⾞両動線が可能な⾞寄せロータリー
⼤きな庇により⾬天等の際も安全に乗降が可能
霊柩⾞の寄付きが⻄側住宅地から⾒えないように
建物で抱え込むように計画

地上からは⾒えないものの
煙突は住宅地から最も離れた東側に配置

⼀般会葬者以外の駐⾞場を集約して配置

離れた場所からの⽬隠しと
修景を兼ねた⾼⽊植栽を
接道部に配置

⾞いす駐⾞場3台分は
最も近い位置に確保

散策も可能な
緑地を計画
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周囲に対して適度に
遮蔽された内庭

内庭に⾯した明るい空間の
待合コーナー

２炉ずつ更新可能なマシンハッチ

庇下の⾞いす駐⾞場
各待合室と対応した多⽬的室
第３の待合室としても利⽤可能

会葬者の授乳室や更⾐室
として利⽤できる個室

30⼈程度が利⽤可能な待合室
畳コーナーを併設

全炉が⾒渡せ、⾞寄せの様⼦も
⽬視できる制御室

仕出しなどの搬⼊に便利な
屋根付きの搬⼊⼝

設備更新の際に利⽤可能なサービスヤードを配置

告別兼収⾻室にも⾃然光を取り込む光庭

待合エリアに明るさを
もたらす内庭

待合室と連続した設えの
待合ロビー

⾞寄せの喧噪の影響を
受けない告別ホール

警察から直に柩が移送される場合に対応し
サービスヤードに⾯して霊安室を配置
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◇平⾯計画



法⾯

周辺環境に溶け込み、静かに佇む

・⽕葬炉エリアの建物⾼さを８ｍに抑え、さらに上部外壁を傾斜させることで圧迫感を軽減します。
・⻄側(住宅地側)は、平屋住宅と同程度の軒⾼に抑えた勾配屋根とします。
・周囲に対して開きすぎず、⼀⽅で閉鎖的とならないバランスを⼤切にした計画とします。

南側⽴⾯ 1/200

北側⽴⾯ 1/200
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◇⽴⾯計画１

軒⾼を抑えた勾配屋根

⻄側住宅地に対して
法⾯による緩衝空間を確保

将来の⽕葬炉設備更新に備え
サービスヤードに⾯したマシンハッチを計画

建物⾼さを８ｍに抑え、周辺環境溶け込んだスケールに

会葬者を出迎える⼤庇
夏季の⽇射熱取得抑制にも配慮



法⾯

東側⽴⾯ 1/200

⻄側⽴⾯ 1/200
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◇⽴⾯計画２

会葬者の来訪を視認できる窓を事務室に配置

⽕葬炉エリアの上部外壁を傾斜させることで
圧迫感を軽減

軒⾼を抑えた勾配屋根

待合室の窓は⻄側住宅地に向けない計画
⻄⽇による⽇射熱取得を抑制
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◇断⾯計画

やわらかな⾃然光を取り込む
ハイサイドライト

会葬者を出迎える⼤庇
⾬に濡れずに乗降が可能
⽇射遮蔽にも有効

太陽光発電設備を設置し、⾃然エネルギーを活⽤

建物から突出しない煙突

⾼耐久仕様の屋上防⽔

外壁上部を傾斜させることで
圧迫感を軽減

住宅地側には⾼さを抑えた
平屋住宅スケールの勾配屋根
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■外構計画基本⽅針
・景観に配慮し、修景や⽬隠しを適切に配置した計画
 とします。

・法⾯等の造成には計画建物の根切⼟を利⽤し、建設
 発⽣残⼟の抑制に努めます。

■舗装計画

・「群⾺県⼈にやさしい福祉のまちづくり条例」を遵
 守し、⾼齢者や障害者も使いやすい構内舗装整備と
 します。

・構内の主要な舗装はアスファルト舗装とし、通⾏⾞
 両に対応した路盤仕様とします。

・南側駐⾞場敷地接道部や駐⾞場内には歩道を整備し、
 歩⾏者の安全性に配慮した計画とします。

・⾬⽔流出抑制に配慮し、透⽔性の舗装仕様を検討し
 ます。

■植栽計画
・計画建物の修景及び⽬隠しを想定し、新⽕葬場建
 設敷地外周部と接道部に常緑⾼⽊を配置します。

・住宅地のある北側〜⻄側には緩衝空間として、芝
 貼りによる法⾯を整備し、計画建物を修景します。

・低⽊、地被類、芝といった植栽を効果的に配置し、
 視覚的にも安らぎを感じられる計画とします。

・駐⾞場出⼊⼝の周囲は⾒通しを確保し、交通安全
 に配慮した計画とします。

東側の住宅地等からの修景に配慮し、
常緑⾼⽊を接道部に配置

計画建物地上部の⽬隠しと修景を
想定した格⼦状のフェンスを計画

散策も可能な
緑地を計画接道部には歩道を整備

⽔路にブリッジを架け
⾞両動線と歩⾏者動線を確保

⽔路に蓋掛けをし
景観と安全⾯に配慮

法⾯による緩衝空間を整備

⾒通しを確保

⾒通しを確保

⾒通しを確保

インターロッキングブロック舗装

アスファルト舗装

低⽊・地被類・芝

法⾯(芝)

※敷地境界は未確定のため、地番界による想定境界線を⽰しています。外構計画平⾯図 1/500
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◇外構計画

計画建物


